
１．はじめに

経済産業省は，人材育成政策の一環として，

ガラス，鉄，繊維，非鉄，半導体，ファインセ

ラミックス，化学の７分野を対象として，講演

会と工場見学会などを実施した。日本では，ア

センブリー産業よりも，材料・部品産業に世界

的な競争力があり，この分野を更に強化するた

めには，学生にこの分野に進んでもらう必要が

ある。そのために，学生への講演会と工場見学

会などを実施して，最前線で活躍している研究

者・技術者・管理者の生の声を聞いて，我が国

の素材産業の理解を深めてもらおうというもの

です。

ガラスについては，喜多見・製造産業局住宅

産業窯業建材課長から，GIC が実質的な事務局

になって準備してくれるよう要請があり，それ

を受けて，講演会はニューガラスフォーラム

が，見学会は板硝子協会が支援した。

２．プログラムの概要

●日 時：平 成２０年２月２０日�１０時～１７時
半頃

●講演会（午前：会場 経済産業省別館１０階

会議室）

ニューガラス関連学会

「大学生・院生を対象としたガラス講演会
・見学会」の報告

ガラス産業連合会（GIC）事務局

�ニューガラスフォーラム事務局

Report on the seminar and technical tour to a glass plant，
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１）「ナノテクを活用したガラスには未来があ

る」

京都大学工学研究科材料化学専攻 教授

平尾 一之氏

＜講演概要＞大型ディスプレイパネル，光通信

用ファイバー，ハイテクガラスの応用製品は

花形素材として脚光を浴びている。それらを

進化させるべく ナノテクを用いたガラスの

研究が活発に行われている。さらにはガラス

を太陽電池などのエネルギー分野やガス選択

膜などの環境分野へ応用すべく，いくつかの

試みも力強く始められようとしている。

２）「ガラスの情報通信分野への展開」

日本板硝子株式会社 上席執行役員

近藤 敏和氏

＜講演概要＞わが国の産業発展にガラスは大き

な貢献をしている。ここでは情報通信分野，

具体的にはディスプレイ用基板ガラス，磁気

ディスク用基板ガラス，光ファイバー，光通

信用部品ガラスなどの状況を幅広く紹介す

る。

３）「ガラス事業の発展と現状」

株式会社AGC総研 代表取締役社長・

旭硝子中央研究所長 加藤 勝久氏

＜講演概要＞ガラスの発見は，紀元前数千年前

のメソポタミアで偶然発見されたと言われて

いる。中世では装飾品やステンドガラスとし

て実用化されているが，工業化の歴史は１８

世紀後半の産業革命に始まり，日本では２０

世紀に入って量産化開始されている。歴史的

に古いガラスも，科学的にはまだ十分解明さ

れておらず，光通信に代表されるニューガラ

スといわれる新たな分野も出てきており，こ

れからますます製品面及び技術面で発展して

いく分野であるといえよう。

●見学会（午後：経済産業省からチャーターバ

スで工場へ移動）

旭硝子京浜工場の，長さ３００メートル高さ

１８メートルの巨大ぶち抜き建物内の「型板

ガラス，磨き板ガラス，網入り磨き板ガラ

ス」製造ライン見学後，工場近くの「モノづ

くり研修センター」を見学。

３．参加状況

定員５０名に対して，当日欠席者があり参加

は４６名。内訳は，東工大１１，青山学院大１１，

東大８，京大５，筑波大２，東京理科大２，東北

大，首都大学東京，芝浦工大，農工大，早大，

慶大，明治が各１名でした。参加募集は，全国

の大学の掲示板等で PRしたのですが，講演会

場までの旅費は自前だった事もあり，東京圏の

大学からの参加が大部分でした。経済産業省の

ナショプロ「三次元光デバイス製造技術研究」

のリーダーである平尾教授が講師だった事もあ

り，京大生の積極的な参加がありました。

写真３ 大日向 モノづくり技術強化室長講演 写真４ 旭硝子（株） モノづくり研修センター
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４．こぼれ話

「モノづくり研修センター」の入口正面広場

には，ガラス溶融炉の磨耗した実際の耐火物レ

ンガがオブジェとして飾ってありました。ま

た，縮小模型ですが，かなり大きなガラス溶融

炉とフロートバスの展示は迫力があり，溶融ス

ズの上にガラスを浮かべる事で，ピカピカの水

平なガラスが一気に出来る仕組みが，実感とし

て理解できました。今の炉の定期修理は，昔の

５―７年から，１５―１７年に延びているので，炉の

冷修の経験がないまま定年を迎えるケースも出

てくるとの事です。ですから，ガラス製造プロ

セスが，皮膚感覚として理解できるように工夫

されている事に感心しました。なお，各階に，

カラフルな壁面としゃれた照明の立派な喫煙室

があったのには，驚きました。いづれにして

も，研修センターの関係者の創意と熱意が感じ

られる施設でした。
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